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大型化したタンク型ナトリウム冷却高速炉（SFR）の原子炉建屋に 3 次元免震装置を適用した場合の原子

炉構造概念の耐震設計の見通しを明らかにした。 
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1. 緒言 

これまでの検討【1】において、電気出力 60 万 kWe 級のタンク型 SFR（以下、「60 万 kWe 級概念」という）

の原子炉建屋に 3 次元免震装置を適用した場合における原子炉構造概念の耐震性が示された。一方、プラン

ト大型化に伴い原子炉構造概念の耐震性が厳しくなることが予想される。そこで、本検討では、電気出力

100 万 kWe 級のタンク型 SFR（以下、「100 万 kWe 級概念」という）の原子炉構造概念について、耐震設計の

見通しを明らかにした。 

2. 100 万 kWe 級概念 

原子炉構造概念は、1 次系ポンプ 3 基と中間

熱交換器 6 基の容器内配置によって容器径を最

小化している。原子炉建屋に適用する 3 次元免

震装置は、水平/鉛直方向の免震要素として積層

ゴム/皿ばねに各々オイルダンパを加えた構成

で、1/2 縮尺試験等による機能検証が進められて

いる【2】。3 次元免震装置を適用した 100 万 kWe

級概念を図１に示す。 

3. 大型原子炉構造の耐震性検討 

検討に用いる床応答曲線は60万kWe級概念の

解析評価にて代替し、簡易的に設計成立性を見

通すこととした。原子炉構造の耐震設計のクラ

イテリアは、容器円筒胴の座屈の防止、下部鏡部

の過大な塑性変形の防止、炉心構成要素の跳び

上がり防止とし、主要な構造（容器円筒胴及び下

部鏡部、ストロングバック（炉心支持構造）等）

の厚さ等を検討した。 

100 万 kWe 級概念の原子炉容器径は約 19m と

大きく、60 万 kWe 級概念より剛性確保が必要と

なる。ストロングバックの厚さ等により剛性を

確保することで、円筒胴と下部鏡の厚さを過大

に増加させることなく耐震性を確保できる見通

しを得た（表 1）。 
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図 1 3 次元免震装置を適用した 100 万 kWe 級概念 

表１ 原子炉構造主要部位の剛性確保に必要な厚さ 

部位 
60 万 kWe 級概念 

容器径：約 16m 

100 万 kWe 級概念 

容器径：約 19m 

原子炉容器 
・円筒胴 
・下部鏡 

 
50 ㎜程度※ 

120 ㎜程度 

 
55 ㎜程度 
120 ㎜程度 

ストロングバック 
・半径/周方向ウェ
ブ、円筒胴、リブ等 

 
40～60 ㎜程度 

 
60～80 ㎜程度 

※：耐震評価上必要な厚さは 35 ㎜程度であるが、溶融炉心による機械

的エネルギーによる荷重対応により、円筒胴は 50 mm 程度としている。 

・炉       型   ︓タンク型炉／ツインプラント 
・電 気 出 ⼒   ︓1000 MWe 
・熱  出  ⼒   ︓2500 MWt 
・１次系ポンプ数  : 3 基 
・中間熱交換器数︓６基 
・２次系ループ数 ︓３                    (1 プラント当たり) 

3 次元免震装置 
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